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　農業農村整備事業において整備されている「脱出用スロープ付水路」について、生物の脱出率をより向上させる
ための水路構造について、カエルを材料として検討した。

脱出用スロープの前後に整流装置を設けると（図１、２）、整流装置の効果により水流に変化ができ、カエルが
脱出しやすくなる。さらに、脱出用スロープを水路の両側に複数設置することにより、カエルが脱出できる機会
を増やすことができ、脱出率が高まる（表１）。
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カエルの脱出率は、上流側にのみ脱出用スロープを設けた場合より、上・下流側に脱出用スロープを設けた場
合の方が高くなる（表１）。

カエルが脱出しやすいスロープ付水路の構造
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表１　水路構造とカエルの脱出率
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図１　脱出用スロープと整流装置の概念図 図２　整流装置構造図

1
（現行型）

0.47 4

2 0.50 11

3 0.57 17

4 0.47 25

注１）構造●印は、流速測定箇所。注２）構造矢印は、水流の向き。
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